
令和2年度インターンシップ科目履修要領（博士後期課程）
１．教育プログラムの目的
徳島大学大学院先端技術科学教育部と企業等（企業，行政，独立行政法人を含む）が一体となって、産業界等の実践的な研究・企業活動環境で、自らの専門を応用する質の高い教育を実施する。博士後期課程学生の専門性を社会で実装し、研究者としてのキャリアを幅広い視野で捉えつつ、我が国における産業界の中核的・国際的な人材となることを目的とする。 
２．インターンシップ科目の履修方法
研修先企業との守秘義務・安全管理等の協定締結や、学生旅費の支援、成績評価に関する履修時間管理をインターンシップ支援室が支援する。
インターンシップを希望する者は、学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険に「インターンシップ賠償責任特約」を追加すること（保険料は１年間２１０円程度）。加入手続きは共通教育4号館１階　学生生活支援課にて可能。企業がHP等で募集するインターンシップに参加を希望する者も履修登録は必要。大学の正規科目として認められなければインターンシップ賠償責任特約の対象外となり、第三者に損害を与えた場合は、学生個人の責任を問われることになる。
２単位パターン：企業行政演習（D）２単位

内容：企業等（企業，行政，独立行政法人を含む）におけるインターンシップを行う。

必要時間数：９０時間の企業等でのインターンシップ。企業指導者または指導教員確認の元、学内での研修テーマに関する準備や作業等１５時間までを上記９０時間に含むことが出来る。

履修例：企業等でのインターンシップ７５時間（１日７．５時間で１０日間）＋大学での作業等１５時間＝９０時間

４単位パターン：長期インターンシップ（D）
内容：企業等（企業，行政，独立行政法人を含む）における共同研究等を通したインターンシップを行う。

必要時間数：１８０時間の企業等でのインターンシップ。企業指導者または指導教員確認の元、学内の研修テーマに関する準備や作業等６０時間までを上記１８０時間に含むことが出来る。

履修例：企業等でのインターンシップ１２０時間（１日７．５時間で１６日間）＋大学での作業等６０時間＝１８０時間

３．履修の手続き

インターンシップ科目の履修を希望する学生は、指導教員の許可を必ず取ること。こちらからの連絡は基本的に指導教員にも同じ内容が届くので、かならず事前に指導教員と打ち合わせること。
指導教員、派遣先企業、長期インターンシップ支援室と調整して「履修申請及び計画書　博士後期課程用（ワード形式）」を作成する。履修登録も行うこと。作成した「履修申請及び計画書　博士後期課程用（ワード形式）」は、E-mailで長期インターンシップ支援室まで送付する。「履修申請及び計画書　博士後期課程用（ワード形式）」は，下記のHPにて取得可能である。

履修登録送付先  　　　　　　　　　長期インターンシップ支援室　：　internshipoffice@tokushima-u.ac.jp

メールのタイトル例：電気（コース名）　学籍番号　氏名　履修登録
＊メールの差出人署名を設定しておくこと

履修登録等書類入手先HP　　　徳島大学工学部-教育学生生活-長期インターンシップ-資料一覧
http://www.tokushima-u.ac.jp/e/campus/educational_reform/documents.html
４．履修に関する注意事項　　　　　　　　　　　　

研究内容の漏洩，企業等との秘密保持契約違反などの多くは，意図せぬ不注意から生じることが多い．企業，社会からの信用を失い，損をするのは学生自身である．正しい知識を身につけるためにも，関連科目「技術経営特論（振替→デザイン思考演習）」を受講するか、知的財産管理技能検定３級（国家資格）を可能な限り取得すること。
繰返しになるが、必ず「学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険」に「インターンシップ賠償責任特約」を追加する手続きを各自で行なっておくこと。

５．旅費等の支援対象　博士後期程

学生・指導教員・企業の３者連携のテーマを設定した180時間以上のインターンシップ（長期インターンシップ（D）には、旅費支援，滞在費，その他インターンシップに係る費用の支援が可能な場合がある。インターンシップ期間や実施方法により費用支援の上限等が変わる（場合によっては数十万円の支援額差が生じることもある）ため，旅費支援希望者は、指導教員と相談の上、インターンシップ開始1ヶ月前までに，本「履修申請および計画書」を必ず提出すること。「研修テーマと学習内容」の検討及び面談等の上で，旅費等支援可能の可否を決定し，その旨学生及び指導教員に通知する。

６．成績評価の方法

①インターンシップ中の日報/研修日誌　　②最終レポート

③企業の指導者や経営者が採点した企業内プレゼンテーション（最終プレゼンテーション）の評価票（180時間以上のインターンシップ科目を履修した場合）

*研修テーマを社会活動に発展させる、研修先企業との共著論文執筆や特許申請等に至るなど顕著な成果があった場合は加点を行う。新聞やメディアに取り上げられた場合も同様。コピー等を添付して最終レポートともに提出すること。

７．履修に関する問い合わせ先　　　　　　　　　　　　

共通講義棟　3階　TEL：088-656-7619　　内線（5109）

長期インターンシップ支援室　  Email: internshipoffice@tokushima-u.ac.jp

　＊滞在費，その他インターンシップに係る費用の支援については，HIRAKU　未来を拓く地方協奏プラットホーム事業（http://home.hiroshima-u.ac.jp/hiraku/）の実施要領に基づきます．
別表（旅費支援額上限）＊支給額は原則実費のみ。徳島大学旅費規程による。
	履修時間
	研修先所在地
	支援額上限（千円）

	180時間以上
長期インターンシップ（D）
	A＊徳島県内
	0

	
	B四国・兵庫・大阪など
	50

	
	C名古屋・岡山・広島など
	75

	
	D東京・つくばなど
	100


令和2年度インターンシップ科目（大学院キャリア支援）履修要領（博士後期課程）

履修申請および計画書（D）

	□企業行政演習（D）　90時間の企業等でのインターンシップ　　2単位
□長期インターンシップ（D）　180時間の企業等でのインターンシップ　　4単位
□HIRAKU　未来を拓く地方協奏プラットホーム　単位等は要相談
（選択するインターンシップ名をチェック）

	専攻・コース・学籍番号
	

	学生氏名（ふりがな）

メールアドレス(PC)

メールアドレス(携帯)

電話（携帯等）

生年月日、性別、住所

緊急連絡先（本人との関係）
	

	指導教員名・職位

メールアドレス

電話番号（内線番号）
	

	実習先名、郵便番号、住所
	

	実習先担当者名

所属・役職等

連絡先（電話・FAX）

メールアドレス
	

	実習計画
	記載例　　

　通学型の場合

　○月○日～○月○日　週○時間（週○日、1日○時間）を○週間実施する。

　旅行型の場合

　○月○日～○月○日　○泊○日（実習○時間）の旅程で合計○回実施する。

合計　○日、○○時間

	実習先への交通手段
	使用交通手段：ＪＲ、バス等公共交通、自転車

＊公共交通の利用を原則とします．自家用車，原付，バイクを使う予定のある者は別途相談に来てください。

	派遣先での宿泊
	１）必要なし（日帰り）

２）自宅・知人宅

３）企業等の宿舎を利用

４）上記以外（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	取得予定のインターンシップ関連科目
	（　　　）　知的財産管理技能検定3級合格
（　　　）　技術経営特論（振替→デザイン思考演習）


	□企業行政演習（D）　90時間の企業等でのインターンシップ　　2単位
□長期インターンシップ（D）　180時間の企業等でのインターンシップ　　4単位
□HIRAKU　未来を拓く協奏プラットホーム　単位なし

	研修テーマと学習内容

1 研修先と研究テーマの関係をわかりやすく書いてください。

2 インターンシップで習得を目指す技術やスキルがあれば記入してください。自分の到達目標も合わせて書いてください。

3 研究開発、企業からの課題探求要請などの経緯、学生の研究内容との関連があれば記入ください。

4 知的財産等のため差し控えの必要がある内容は記載しないでください。
	

	活動支援に必要な情報

（適宜記入してください）
	過去にインターンシップを経験したことが　　　　　　ある　　　　ない

過去（学部、博士前期）に就職活動をしたことが　　　　　　ある　　　　ない

希望進路（進学、就職、留学など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	提出物
	履修開始時
	□学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険加入証明書
□運転免許証，自賠責保険証券（控），任意保険証券（控）のコピー（移動手段に　　　自家用車，原付，バイク等を利用し，コーディネータと派遣先に許可を得た者）
□履修申請および計画書（本紙）
□誓約書（大学宛，企業宛　各１部自署捺印）
□履修前自己評価票
□履歴書（派遣先から提出を命ぜられた場合のみ）
□企業等概要レポート
□債主登録（旅費支援対象者のみ）

	
	履修中
	□研修日誌（180時間以上の場合のみ．半月に１回提出　履修状況を支援室に報告すること）
□インターンシップ日報（180時間未満研修中に担当者から確認を受ける）

□旅行計画書，旅行依頼書，旅行報告書，出張経費報告書（旅費支援対象者）

	
	履修修了時
	□最終レポート（秘密漏洩に当たらないように十分注意すること）
□インターンシップ期間および時間が証明できるもの（日報，メール等）
□履修後自己評価票
□長期インターンシッププレゼンテーション評価票（180時間以上の場合）
□180時間未満のインターンシップ：徳島大学学外研修評価表


１

